
第
一
条
の
二
第
一
項

算
定
政
令
第
四
条
の
五
第
一
項
第
三
号

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定

に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第

四
十
一
号
。
以
下「
算
定
政
令
」と
い
う
。）

附
則
第
三
条
第
一
項
第
三
号

次
の
各
号
に
掲
げ
る
市
町
村

前
年
度
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
市

町
村

前
年
度
の
退
職
被
保
険
者
等

前
年
度
の
退
職
被
保
険
者
等
（
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十

八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
四
十
一

条
の
規
定
に
よ
り
法
附
則
第
七
条
第
一
項

の
退
職
被
保
険
者
等
と
み
な
さ
れ
る
者
を

除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
二
項
第
二
号

に
お
い
て
同
じ
。）

第
一
条
の
二
第
二
項

第
四
条
の
五
第
一
項
第
三
号

附
則
第
三
条
第
一
項
第
三
号

前
々
年
度
に
お
け
る
退
職
被
保
険
者
等

前
々
年
度
に
お
け
る
退
職
被
保
険
者
等

（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附

則
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
法
附
則
第

七
条
第
一
項
の
退
職
被
保
険
者
等
と
み
な

さ
れ
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）

第
一
条
の
二
第
三
項

及
び
第
一
条
の
三

第
四
条
の
五
第
一
項
第
三
号

附
則
第
三
条
第
一
項
第
三
号

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

則

告

示

平成™˜年�月š—日 火曜日 第œ˜—™号官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
三
号

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
四
十
一
号
）
附
則
第
三
条
第
一

項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
康
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
令
第

七
十
七
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

健
康
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

健
康
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
五
条
中
「
拠
出
金
を
い
う
。」の
下
に
「
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
被
用
者
保
険
等
保
険
者
拠
出
金
」

と
い
う
。」を
加
え
、
同
条
の
表
第
一
条
の
二
第
一
項
の
項
中
「
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政

令
」
を
「
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
拠
出
金
の
額
等
の
算
定
等
に
つ
い
て
、
前
項
前
段
の
規
定
に
よ

り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
拠
出
金
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
後
段
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
ほ
か
、
前
項
後
段
の
規
定
（
第
一
条
の
二
第
一
項
の
項
を
除
く
。）を

準
用
す
る
。

３

平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
拠
出
金
の
額
等
の
算
定
等
に
つ
い
て
、
第
一
項
前
段
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
拠
出
金
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項

後
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字

句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
ほ
か
、
第
一
項
後
段
の
規
定
（
第
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第

三
項
並
び
に
第
一
条
の
三
の
項
を
除
く
。）を
準
用
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
四
号

厚
生
労
働
省
設
置
法（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）

及
び
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五

十
二
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
を「（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
推
進
室
及
び
感
染
症
情
報
管
理
官
）」に
改
め
、
同
条
第

一
項
中
「
並
び
に
感
染
症
情
報
管
理
官
及
び
感
染
症
対
策

企
画
調
整
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を「
及
び
感
染
症
情
報
管
理
官
」

に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削
る
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
国
際
食

品
室
及
び
」
を
削
り
、
同
条
中
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削

り
、
第
四
項
を
第
二
項
と
し
、第
五
項
を
第
三
項
と
す
る
。

第
六
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
計
画
課
」
を
「
高
齢
者

支
援
課
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
第
二
十
一
条
の
改
正
規
定
及
び
第
二
十
七

条
の
改
正
規
定
は
、
同
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
五
号

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
七
十
六
条
第

一
項
及
び
第
八
十
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
私
的
独

占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
八
条

の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
等
の
規

則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

竹
島

一
彦

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す

る
法
律
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
規

則
を
廃
止
す
る
等
の
規
則

第
一
条

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関

す
る
法
律
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
規
則

（
昭
和
二
十
八
年
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
二
号
）は
、

廃
止
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
九
十
九
号

新
潟
市
南
区
役
所
保
存
の
次
の
原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失

し
た
。

平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日法

務
大
臣

森

英
介

新
潟
県
西
蒲
原
郡
月
潟
村
大
字
釣
寄
五
番
地

曽
山

ト
ラ

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
三
十
七
号

市
町
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
北
松
浦
郡
江
迎
町
及
び
同

郡
鹿
町
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
佐
世
保
市
に
編
入
す
る

旨
、
長
崎
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
そ

の
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日総

務
大
臣

佐
藤

勉

第
二
条

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
程
（
昭
和

四
十
年
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
八
号
中
「
事
業
者
団
体
及
び
」
を

削
る
。

附
則
中
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

中
部
事
務
所
、
近
畿
中
国
四
国
事
務
所
及
び
九
州

事
務
所
の
経
済
取
引
指
導
官
は
、
第
六
条
第
二
項
に

規
定
す
る
事
務
の
ほ
か
、
命
を
受
け
て
、
私
的
独
占

の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十

一
号
）
附
則
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
事
業
者
団
体
の
届
出
の
受
理

に
関
す
る
事
務
に
係
る
調
査
及
び
調
整
に
関
す
る
事

務
を
処
理
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の

確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
一
年
法
律
第
五
十
一
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
生
じ
た
事
業
者
団
体
の

成
立
、
届
出
に
係
る
事
項
の
変
更
及
び
解
散
に
係
る
届

出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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